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て表現するとしづ役割を果たしているのであって、 I~余り J あるいは「ほん



































































































兼諸式は、一般に íll姶~ (与〉十人÷動詞j という形をとるo I儒林外史J














































































































第 4分間 1976年 (p.254)
(13) 例えば「将Jの動詞としての傾向の強さを示すものとして、次のような例があるO
金有余将若様子p 上了藩j空， ii日::l~!投来。(第 3 回〉
似) 太田辰夫氏『中国語歴史文法J江南審院 1958年 (p.258)
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